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クロ アゲ ハ と ナミ アゲ ハ は 寄主 植物 の 範囲 が よく 似 て いる が , 後者 は キハ ダ に か な り よ く < 産卵 する の に 
対し て , 前 者 は 全く 産 九 し な い , この 理由 を キハ ダ 中 の 化学 成分 に 着目 し て 調べ た と ころ , 水溶 性 画 分 に は 
両 種 の 産卵 を 強く 誘起 する 物質 が 存在 する 反面 , 他 の 画 分 に は これ を 阻害 する 物質 $ 在 る こと が か 分り, 一 つ 
の 阻害 物質 と し て , フラ ボン 系 の Phellamurin を 同定 し た . キハ ダ 中 に この 物質 は 約 2 % 含 まれ て お り , こ 
の 濃度 で クロ アゲ へ ハ の 産卵 は 完全 に 阻害 され る が , ナミ アゲ ^ ハ は 若干 阻害 され る に 過ぎ な いこ と が 判明 し , 
両 種 の キハ ダ の 生葉 に 対す る 反応 性 と 良く 対応 し て いた . 

ナガ サキ アゲ へ ハ は 主 に CZ み 2s 属 の 植物 (ミカ ン 類 ) を 寄主 と し て お り , カラ ス ザ ン シ ョ ウ , キハ ダ , コク 
サギ な ど は 通常 , 食 樹 と は な り 得 な い . そこ で , これ ら 植 物 の メタ ノー ル 抽 出 液 より 調整 し た 画 分 に つい て 
の 母 蝶 の 産卵 反応 を 調べ た と ころ , ミ カン 類 を 除く 他 の 植物 の 水落 性 画 分 に は , いずれ も 本 種 の 産卵 を 阻害 
する 物質 が 含ま れ て いる こと が 分 っ た , その 一 つ は , カラ ス ザ ン シ ョ ウ に 含ま れ ク ロア ゲハ に 対し て 顕著 な 
産卵 刺激 活性 を 示し た Chlorogenic acid で あっ た . また , 本 種 は , L-Proline, L-Stachydrine, (-)- 
Synephrine, D-Quinic acid の 混合 物 に 対し て 強い 産卵 反応 を 示し , これ ら の 物質 は クロ アゲ へ ハ と 同様 , 本 
種 に 対し て も 産卵 刺激 物質 と し て 作用 し て いる と と が 明らか と な っ た . し か し , や は り ク ロア ゲハ に 対し て 
は 産卵 刺激 物質 で あっ た Naringin や Hesperidin は , 本 種 に お いて は 逆 に 強い 阻害 作用 を 示し た . これ ら の 
こと は , 本 種 が か か な り 限 定 さ れ た 狭 食性 の 種 で ある と と を 示す と 同時 に , 食性 の 進化 を 論ずる 上 で 大 変 興味 
深い . 


5. ヒメ ジャ ノ メ と リュ ウキ ュ ウ ヒメ ジャ ノ メ の 染色 体 斎藤 和夫 ・ 阿 部 東 ・ 熊 谷 義則 ・ 高 橋 真 弓 

ヒメ ジャ ノ メ (静岡 , 台湾 う )) リュ ウキ ュ ウ ヒメ ジャ ノ メ (沖縄 本 鳥 , 久米 島 , 石垣 島 及び 西表 島 ) の 雄 
性 生殖 細胞 染色 体 を 調べ た . 特に リュ ウキ ュ ウ ヒメ ジャ ノ メ の 島 嘩 に よる 染色 体 の 分 化 の 有無 に 注意 し た 
が , 両 種 と も 染色 体 数 は ヵ .28 で あっ た . また 種 問 雑種 F, の 染色 体 も 調べ た が , 所 検 の 材料 で は み .28 ( ず ) 
で ある と 判断 され た . 


6. ホシ ミス ジ 雄 の 配偶 戦略 田 下 昌志 

筆者 は , 1984 年 か ら ホ シミ スジ JINeptis が ye7 の 成虫 発生 期 で ある 6 月 中 旬 か ら 9 月 に か け て , 長野 県 木 
曽 郡 日 義村 木曽 駒 高原 (標高 950 m) と 長野 市 飯綱 高原 (標高 1.000 m) に お いて , 本 種 の 食 樹 群 落 周辺 で 
の 雄 の 探 雌 行動 に つい て 調査 し て きた . 調査 地 は , 両 地 と も 耕作 地帯 で あり , ホン ミス ジ の 幼虫 は 人 為 的 に 
植 胡 され た ュ デ マリ (木曽 駒 高原 ), ユキ ヤナ ギ (飯綱 高原 ) を 食し て お り , 近似 種 で ある フタ スジ チョ ウッ 
We が S rivularis と 混 生 し て いる . 

食 樹 で の 雄 成 虫 の 探索 時 間 に つ いて は , 直径 約 3.0 m, 高き 約 2.0m の ユキ ヤナ ギ の 周囲 0.5 m を 含め 
て , 個体 が 侵入 し て か ら 脱 出す る まで の 時 間 を 測定 し , また , 日 周 活動 に つい て は , 15 m の 辺 を 横切る 個体 
数 を 1 時 間 に 5 分間 ずつ 2 回 測定 し た . 温度 の 測定 に つい て は , 棒 温 度 計 の 赤 球 に 直射 日 光 が 射 し て いる 状 
態 で 行っ た . 

食 樹 周辺 部 で の 雄 成虫 の 飛翔 は , ① 肉 を 発見 し た 時 に 即座 に 追 飛 が 起こ り , 雌 が は ば た き 行 動 を 示す 例 が 
多い こと や , ② 雄 成虫 は , 吸水 行動 や 吸 蜜 行動 を 示さ な いこ と な どか ら , 探 肉 の た め の 飛 争 と 考 を 々 られる. 

以下 に 調査 結果 を 示す . 

1. 午前 中 に 静止 行動 を と る 個体 が 多い . 静止 行動 は , 直射 温度 や 個体 の 日 齢 に は 影響 され な い . 

2. 1 本 の 食 樹 を 探索 する 持続 時 間 は , 測定 開始 時 の 9 : 00 頃 で は , 平均 70 秒間 で あっ た の に 対し , 測 
定 終了 時 の 14 : 00 頃 で は 半減 し , 平均 30 秒間 と な っ て いる . また , 最高 34 度 程度 の 直射 温度 に よる , あ 
る い は , 個体 の 日 齢 に よる 影響 は 見 出さ れ な か っ た . 

3. ホシ ミス ジ で は , 直射 温度 20~31 度 の 範囲 に お いて は , 温度 の 高い 方 が 飛翔 活動 が 高まる 傾向 が あ 
る . し か し , 近似 種 の フタ スジ チョ ウッ で は , 高温 期 (特に 午後 ) 活動 量 の 低下 が 認め られ た . 

以上 か ら , ホシ ミス ジ 雄 は , 午前 中 , 特に 雌 が 羽化 する 時 間 帯 に は 食 樹 付近 で , 時 に は , 静止 行動 を と り 
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な が ら 剖 在 時 間 を 長く し , 午後 , 次 第 に 羽化 個体 が 減少 する と より 飛翔 活動 を 活発 に し て , 1 ヵ所 の 食 草 で 
の 滞在 時 間 を 短く し , より 広い 範囲 に わた る 探索 活動 を 行う と いう 配偶 戦略 を と っ て いる こと が 考え られ 
た . また , フタ スジ チョ ウ と 比較 し て , ホシ ミス ジ の 方 が 高温 に ょ る 障害 が 少な く , より 暖地 帯 へ 適応 で き 
る こと が 推測 され た . ( 注 : ホシ ミス ジ の 午前 中 の 静止 行動 は , 他 個体 と の 間 で 問 置 き が な され な いこ と か 
ら , テリ トリ ー 行 動 で は な い .) 





7. 屋久 島 産 ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 生態 的 知見 と 地理 的 変異 高橋 真弓 

1990 年 7 月, 鹿児島 県 屋久 島 の 投石 岳 付 近 <1700~1830 メー トル ) で 行っ た 生態 観察 と 母 蝶 か ら 得 た 卵 
の 飼育 結果 , お よび 成虫 , 卵 , 幼虫 に 関す る 地理 的 変異 に つい て 報告 する . 

生息 地 の 範 囲 は 尾根 上 に 発達 する ヤク シマ ダケ の 群落 と は ほぼ 一 致す る . 

この 地域 で は 春 型 の み 年 一 回 発生 し , 羽化 の 全盛 期 は 7 月 中 旬 , 産卵 期 は 7 月 下旬 ご ろ と 推定 され る . 成 
虫 は 日 中 か ら 夕 方 に た にかけて 活発 に 活動 し , ? は 緑 葉 上 に と まっ て な わ ば り を つく る ,. その 場合 , 一 度 飛び 立 
つと 元 の 位置 に 戻ら ず , 他 の 場所 に 移動 する こと が 多い . 産卵 は 確認 し て いな い が , この 地域 の 主要 な 食 草 
は ヤク シマ ダケ と 考え られ る 。 

人 工 採卵 は ホウ ライ チク , ハチ ク に より 可能 で あり , また 幼虫 は ハハ チク, スズ ダケ , スス キ を 与え て 飼育 
で きる . た だ し , スズ ダケ で は 発育 が 遅延 する 傾向 を 示す . 

屋久 鳥 の 高地 帯 に 発生 する 春 型 の 前 次 長 は , 雌雄 と も に 本 種 の すべ て の 個体 群 中 も っ と も 小型, 頑 形 は や 
や 横長 で あま り 細 長く な ら な い . 前 着 表 面 1 b 室 明 色 斑 中 に 黒 斑 が 現れ る 率 の 高い こと , 後 次 裏 面 の 眼 状 紋 
が 相対 的 に 大 きく , また その 明 色 環 の 幅 が 狭い こと も 本 亜 種 の 著しい 特徴 で ある . また 裏面 の 明 色 部 は 白色 
で 黄色 味 を 帯び な い . 

卵 は 房総 産 よ り も や や 大 型 だ が , 1 齢 幼虫 の 頭 幅 は 反対 に や や 小型 , 頭 部 の 暗色 横 帯 は “3 "段階 で 鉢巻 
き 状 を 示す . 2 齢 以後 の 幼虫 の 背 線 は 濃 色 で よく 発 達 する . 終 齢 は 5 齢 で 体長 35~38 mm に 達する が 他 産 
地 の も の より も 小型 , 各 節 に お いて 背 線 付近 か ら 斜 め 後 方 に 流れ る 暗色 斑 が よく 目立つ . 他 産地 の も の に 見 
られ る 体 を くね ら せ る 運動 は ほとん と 認め られ な い . 


8. 南西 諸島 産 シ ロ オ ビア ゲハ の 地理 的 変異 小池 啓一 ・ 田 村 一 利 ・ 中 島 浩 良 
南西 諸島 た は ショ オビ アゲ へ ハ へ (Papilio 7o77es L.) が 分 布 し て お り , 雌 に は 雄 型 の I 型 と さ ニ モン アゲ ハ 
に 擬態 し て いる 有 1I 型 と が 知ら れ て いる ,. II 型 の 雌 で は , 沖縄 本 島 周辺 産 の 後 次 の 白 紋 が , 先 島 諸島 産 の ゃ の 
に 比べ て 小さ いと 言わ れ て いる (川副 ・ 若 林 , 1976 : 藤岡 , 1981). 本 研究 で は , II 型 の 後 翔 の 白 紋 の 大 き 
さ の 地理 的 変異 を , 沖永良部 島 , 沖縄 本 島 , 宮古 島 , 石垣 島 , 竹富 島 , 西表 島 か ら 採集 し た 83 個体 の II 型 
の 雌 と 採卵 飼育 に よっ て 得 ら れ た 335 個体 に つい て , 後 次 面 積 に 占め る 白 紋 面積 の 比 を ん 用 いて 検討 し た . 
各 島 の 白 絞 比較 の 平均 値 を 比較 する と 沖永良部 島 , 沖縄 本 島 は 先 島 諸島 産 の も の より 小さ いこ と が わ 
か っ た . また 検定 に より 各 島 間 の 比較 を 行っ た と ころ , 沖永良部 , 沖縄 産 と 先 島 諸 島 産 と の 間 に 有 意 差 を 
認め る こと が で きた, II 型 の 擬態 の モデル で ある ベニ モン アゲ ハ の 後 次 の 白 紋 の 比率 と シロ オビ アゲ へ ハ の 
白 紋 の 比率 と を 比べ て みる と , 先 島 諸島 産 シ ョ オビ アゲ ハ と ベニ モン アゲ へ ハ と の 間 に 有 意 差 を 認め る こと 
は で き な か っ た . 

この よう に シロ オビ アゲ へ ハ の 雌 II 型 の 後 次 の 白 紋 の 変異 を 白 紋 の 比率 と し て 示す こと に よっ て , 沖縄 本 
島 以 北 と 先 島 諸島 の 間 の シロ オビ アゲ へ ハ の 地理 的 変異 を 明確 こす る こと が で きた . また , 先 島 諸島 の シロ オ 
ビア ゲハ 雌 II 型 の 変異 は 同 諸島 に 産 す る ベニ = モン アゲ へ ハ の 存在 と 関係 か ある こと が 示唆 され た . 


9. ウス バシ ロ チ ョ ウ 地 域 個体 群 の 変動 に つい て 渡辺 通 人 
分 布 を 拡大 し て き て 形成 され た と 考え られ る 山梨 県 南都 留 郡 足 和 田村 根 場 部 落 周辺 の ウス シロチョウ 
個体 群 の 変動 を 調べ る た め に , 1982 年 か ら 9 年 間 , 5 地区 で 計 43 回 に わた っ て マー キン グ 法 に よる 調査 を 
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